
［成果情報名］防虫ネットによるモモシンクイムシ類の物理的防除  

［要約］モモ園の周囲及び上面へ防虫ネットを設置により、殺虫剤無散布のシンクイムシ  

類による呆実被害は防虫ネット無設置の殺虫剤慣行散布と同程度に防除することができ  

る。また、ナシヒメシンクイによる新梢被害も同様である。  
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［背景・ねらい］   

モモを加害するシンクイムシ類にはナシヒメシンクイとモモノゴマダラノメイガ、があ  

り、モモノゴマダラノメイガは袋掛けを行った後にも果実を加害するので、最も重要な害  

虫と位置づけられている。モモではせん孔細菌病対策として4月下旬以降に10 日間隋で  

薬剤防除が行われるので、シンクイムシ類対象の防除も同時期に行われ、年間に早生品種  

で5回、中生・晩生品種で6回薬剤散布されている。そこで、農薬散布回数を削減した防  

除技術を確立するために防虫ネットによる防除効果を検討した。  

［成果の内容・特徴］  

1．防虫ネットをモモ園全面に敷設すると、シンクイムシ類に対して無防除でも慣行防除   

園と同等の防除効果がある。（表2）。  

2．防虫ネット設置園では殺虫剤を散布してもシンクイムシ類の防除効果は向上しない。   

（表2）。  

［成果の活用面・留意点］  

1．減農薬防除技術の基礎資料とする。  

2．防虫ネットにより減風効果も期待できるので、せん孔細菌病にも有効である。  

3．約130万円／10aとコストがかかるので、費用対効果を検討する必要がある。  

4．防虫ネットにより薬剤のドリフトが軽減される。   



［具体的データ］  

表1 薬剤散布状況  
弓丁羊3敬匹  慣；汀l防膵匹  殺菌剤（全区に  

4月18日  ライフロアフ   

5月2日アクタラ顆粒水和剤 アクタラ顆粒水和剤トリフミン水和剤  
5月15日  アブロード水和剤 ベルクート水和剤  

王i月25日ダイアジノン水和剤ダイナジノン水和剤 オーシャイン水和剤   

6月6日  ハ●リアード顆粒水和剤ベルクート水和剤  ㈱トロヒ●－ドライフロ乃≠  
6月27日  ロディー乳剤  ベルクート水和剤  

注）殺虫剤無散布区は全期間を通じて殺虫剤無散布．  

表2 防虫ネット全面毀置によるシンクイムシ類の侵入防止効果  

シンクイムシ ナシヒメシン  

類による被  クイによる被  
害臭率（％）   書新梢率（％）  

（防虫ネット内）  Ⅱ  

Ⅱ  

平均  6．7 a  40．7 a  

殺虫剤慣行半減区 Ⅰ  
（防虫ネット内）   Ⅱ  

Ⅲ  

平均  4．O a  49．3 a  

慣行防除区  Ⅰ  

（防虫ネット内）   Ⅱ  

Ⅱ  

平均   

6  26   

4  26   

0  22′  

3．3 a  24．7 a  

慣行防除区  Ⅰ  8  52  
（防虫ネット外）   Ⅱ  6  44  

平均  7．0  48．0  

a：防虫ネット内のみArcsin変換後、Tukeyによる多重比  
行った．異なるアルファベット間に5％水準で有意差有り．  
防虫ネット全面設置圃（側面（4面）に4×4mm目、上面に4  
×2mm目、高さ3mの防虫ネットを設置）及び無設置園おい  
て、表1のとおり薬剤散布を行った。  
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